
「審査申込書」の書き方（称号・六段以上） 氏名欄（2ヵ所）以外はパソコン入力による作成も可能です

　※「0」「00」「0000」は数字を表しています。

公益財団法人全日本弓道連盟　会長　殿 年 日

(姓) (名)

〒 0 0 0 － 0 0 0 0 自宅電話／携帯電話 （ ） －

指導者等の資格（他競技の資格含）

休会の期間：事由(　　　　　　　　　　　　)の為　　　　　年　　月から　　　　　年　　月まで休会

立番

2022.3

※朱書きのこと

氏名(自署)

会員ＩＤ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

受付１ 受付２ 受付３(全弓連)
会 場 名 石川県立武道館弓道場

受審者連絡欄
（立射など）

会長名 　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

注 ・受審者は太線枠内の事項について記載のこと。
・年月日は和暦で記載のこと。
・申込書及び学科レポートに虚偽の記載がある場合には、
　無効とする。
・氏名欄は、自署で記載すること。

審査種別 錬士の部

審査名称 北信越臨時【金沢】中央審査

審査施行日 令和　0年　　00月　　00日

支部長承認
〇〇市弓道協会　　加能　海山　　㊞

※任意

上記の者の受審を認めます。 地連名

四段 平成0年00月

参段 平成0年00月
錬士 年 　月

日本スポーツ協会公認コーチ１または２（弓道）

〇〇弓道協会会長

弐段 平成0年00月 六段 年 　月

初段 平成0年00月 五段 令和0年00月 令和0 00 〇〇大会　個人優勝 令和0 00

日 授与

於：（　　　　　　　      　　）審査会

昇段・昇格歴（年月を記入）
入賞歴（全国規模の大会が対象） 地連・支部・団体・学校等の役員歴

年 月 内容

受審する
審査種別 錬

士

段
の部

年 月 内容

現在の
称　号

士
年 月

段
令和 0 年 00 月現在の

段　位 五

ふりがな いしかわ いちろう
男

生年月日
平成　0

氏 名
（自署） ㊞ 女

審査当日：満　　00才

日 認許

於：（　北信越連合（富山市）　）審査会

00

審査申込書 （称号・六段以上用）
申込日 令和　0 00 月 00

住所

000 0000 0000

石川
都道

　〇〇市〇〇町00番地
府県

年 00 月 00 日生

※ 申込日：書いた日を記入

※ 生年月日：満年齢は審査当日における

年齢を記入

※ 氏名：押印必須

※ 自宅電話／携帯電話：

携帯電話の場合は本人の場暗号を記入

（いずれかを〇で囲む）

※ 現在の段位 現在の称号 ：

現在取得している段位や称号の合格日や

受審会場を正確に記入

※ 受審する審査種別 ：

「錬」「教」または、段位を記入し、

士または段の字に〇もつける ※ 地連・支部・学校等の役員歴

･･･記入可能な例

・〇〇協会（会⾧・副会⾧・理事⾧など

常任理事）

・県連役員（専門部は部⾧のみ、部員は

対象外

・県連評議員

※ 入賞歴： 全国規模の大会が対象

（なければ記入不要）

※ 指導員等の資格：

公認スポーツ指導員等の資格があれば

記載

全弓連公認資格は記載対象資格では、

ないので、記入しないこと

※支部⾧（協会⾧）承認：

支部⾧は記入項目を最終確認し、肩書と

氏名を記載し(ゴム印または自筆)押印する

協会で、「会⾧印」（角印）があればそれ

を押印すること

無い場合は、会⾧本人の印を押印すること

※ 審査を受ける会場名を正確に記載

※ 受審者連絡欄：

朱書きで「立射」と書き、簡単に説明文

（例：右膝痛のため）を添書きする

※ 会員ID：7桁の番号を記入する

※ 審査名称：審査を受ける地名を正確に

※ この注意事項も厳守のこと

※ 生年月日：必ず和暦で記入


